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「
グ
ー
ジ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
宮
司
家
族

）
」

増

山

雄

三

神

戸

市

営

地

下

鉄

の

「

長

田

駅

」

か

ら

、

五

百

米

北

に

あ

る

「

長

田

神

社

」

は

、

平

成

七

年

（

一

九

九

五

年

）

の

阪

神

・

淡

路

大

震

災

で

、

本

殿

こ

そ

倒

壊

を

免

れ

た

も

の

の

、

大

き

な

被

害

を

受

け

た

参

集

殿

は

、

壊

滅

的

被

害

を

受

け

た

長

田

区

の

人

達

が

、

避

難

所

と

し

て

活

用

し

た

所

だ

。

こ

の

神

社

は

、

社

格

は

官

幣

中

社

で

、

生

田

神

社

と

同

じ

く

、

神

功

皇

后

以

来

の

歴

史

を

持

つ

名

社

と

さ

れ

、

生

田

神

社

や

湊

川

神

社

そ

れ

に

廣

田

神

社

と

と

も

に

、

神

戸

を

代

表

す

る

神

社

の

一

つ

で

あ

る

。

そ

し

て

、

日

本

書

紀

に

よ

っ

て

そ

の

ル

ー

ツ

を

辿

る

と

、

神

功

皇

后

元

年

（

二

○

一

年

）

二

月

、

神

功

皇

后

が

三

韓

征

伐

後

、

新

羅

か

ら

難

波

に

帰

還

す

る

途

中

、

武

庫

の

水

門

で

船

が

進

ま

な

く

な

り

占

っ

た

所

、

事

大

主

の

神

よ

り

「

吾

を

長

田

国

に

祀

れ

」

と

神

託

を

受

け

、

そ

れ

で

創

祀

さ

れ

た

と

い

う

。
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こ

の

由

緒

か

ら

、

太

古

か

ら

長

田

神

社

と

呼

ば

れ

て

い

た

が

、

延

喜

式

神

名

帳

で

は

名

神

大

社

と

も

い

わ

れ

、

社

に

奉

祀

す

る

神

戸

（

か

ん

べ

）

四

十

一

戸

に

よ

っ

て

護

持

さ

れ

、

現

在

ま

で

続

く

「

神

戸

（

こ

う

べ

）
」

の

地

名

は

、

こ

の

神

戸

職

に

由

来

す

る

。

と

こ

ろ

で

、

神

社

手

前

の

角

に

「

萬

福

笑

来

」

と

書

か

れ

た

宝

船

が

あ

り

、

そ

の

上

に

は

愛

ら

し

い

フ

ク

ロ

ウ

が

五

羽

乗

っ

て

い

る

が

、

こ

れ

は

、

地

域

の

シ

ン

ボ

ル

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

で

、

初

夏

に

な

る

と

神

社

に

や

っ

て

来

る

、

ア

オ

バ

ス

ク

と

い

う

フ

ク

ロ

ウ

の

仲

間

を

モ

チ

ー

フ

し

た

、

「

グ

ー

ジ

ー

フ

ァ

ミ

リ

ー

（

宮

司

家

族

）
」

だ

と

い

う

。

そ

の

家

族

の

内

訳

は

、

ま

ず

、

開

運

招

福

を

担

う

《

長

社

グ

ー

ジ

ー

》

の

名

を

持

つ

宮

司

で

あ

る

私

、

そ

し

て

、

商

売

繁

盛

を

願

い

「

神

」

由

来

の

名

を

持

つ

《

長

社

シ

ン

》

と

い

う

父

親

で

、

ま

た

、

母

親

は

「

貴

巫

女

」

で

《

長

社

キ

ミ

コ

》

の

名

を

持

ち

、

こ

ち

ら

は

、

家

内

安

全

を

担

当

し

て

い

る

。

そ

し

て

、

「

巫

女

」

の

姉

は

《

長

社

ミ

ー

コ

》

と

い

い

、

恋

愛

成

就

を

願

い

、

小

宮

司

の

弟

は

《

長

社
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コ

グ

ー

ジ

ー

》

と

い

っ

て

、

こ

ち

ら

は

無

病

発

育

を

担

当

し

、

先

ご

ろ

実

施

さ

れ

た

、

神

社

の

ハ

イ

ハ

イ

選

手

権

で

優

勝

し

て

い

る

。

そ

し

て

、

サ

ン

ド

ー

ル

北

広

場

に

は

、

地

域

の

シ

ン

ボ

ル

と

な

る

「

萬

福

グ

ー

ジ

ー

モ

ニ

ュ

メ

ン

ト

」

の

お

披

露

目

除

幕

式

が

、

井

戸

知

事

や

長

田

区

長

ほ

か

、

多

数

の

来

賓

と

地

域

活

性

化

協

議

会

の

メ

ン

バ

ー

が

集

ま

っ

て

、

晴

天

の

も

と

、

沢

山

の

参

列

者

に

見

守

ら

れ

て

挙

行

さ

れ

た

。

さ

ら

に

、

こ

の

モ

ニ

ュ

メ

ン

ト

製

作

者

で

あ

る

岩

倉

氏

も

、

は

る

ば

る

富

山

か

ら

や

っ

て

き

て

、

式

典

の

最

後

に

鏡

開

き

に

使

用

し

た

、

富

山

県

井

波

町

の

銘

酒

「

萬

福

笑

来

」

と

、

こ

の

地

酒

を

使

っ

て

作

ら

れ

た

、

洋

菓

子

店

の

逸

品

で

あ

る

、

「

神

戸

・

長

田

萬

福

酒

菓

」

が

振

舞

わ

れ

た

。

ま

た

、

長

田

神

社

前

の

商

店

街

で

は

、

室

町

時

代

か

ら

続

く

、

昔

の

暦

で

新

年

の

立

春

を

祝

い

、

神

様

の

使

い

と

し

て

、

好

い

鬼

が

や

っ

て

き

て

、

「

お

は

ら

い

」

の

行

事

で

あ

る

「

追

儀

式

」

が

実

施

さ

れ

、

お

祓

い

の

踊

り

を

舞

っ

て

喜

び

合

う

。
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そ

し

て

、

こ

の

鬼

は

神

の

代

り

と

し

て

、

松

明

の

炎

で

災

い

を

焼

払

い

、

太

刀

の

刃

で

不

吉

を

切

り

捨

て

る

の

だ

が

、

追

儀

式

の

当

日

は

、

長

田

神

社

構

内

で

、

鬼

が

撞

い

た

厄

除

餅

と

五

色

の

具

が

入

っ

た

、

「

厄

除

う

ど

ん

」

が

八

百

円

で

食

べ

ら

れ

る

。

令

和

三

年

三

月


